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【目的】免疫療法がスギ花粉症の発症ー予防にも有用である可能性も考えられる。そこで、未発痕のスギ花
粉感作伺体に対する予防的免疫療法がスギ花粉症の発症を予防するか否かを検討するとともに、スギ花粉
感作個体との予防的免疫療法の作刷機序を末梢血T納i胞の抗原反応性の観点より検討した。
【方法】 13名の非アトピー健常人(健常人群)と67名の通年性アレルギー性鼻炎を合併した無痕候性スギ
花粉ftf.!患者を対象とし、予防的免疫療法の有無によって、 32名の経過観察群と35名の予防治療群に分類し
た。両群より2000年のスギ花粉飛散前と花粉飛散期に末梢血を採取し、血清中のスギ花粉特異的19E抗体量
をCAPで測定した。また末梢血単核球をCryj 1で刺激しlL-1、IL-5およびTFN-r産生量をELISA
で測定した。
【成績】経過観察群では32名中7名でスギ花粉症の発症が認められた(新規発症群)。一方、予防治療群で
はスギ花粉症の発痕は認められなかった。 IL-4産生量は健常人群と免疫療法3年以上の長期予防治療群
においては有意に増加しなかったが、経過観察群、および3年未満の短期予防治療群においてはIL-4産
生は有怠に増加していた。 IL-5産生量は新規発症群においては健常人群よりも有意に増加が認められた
が、他の群においては有意な変化は認めなかった。 IFN-r産生量はいずれの群においても有意差を認め
なかった。
【考察]1)予防的免疫療法はスギ花粉感作成立個体におけるスギ花粉症の発症を有意に抑制した。
2)予防的免疫療法を施付しなかった感作成立個体においてはT細胞刺激によるlL-4産生は冗進していた
が、 3年以よ予防的免疫療法を施行した症例ではIL-4産生は非アトピ一個体のレベルまで抑制されてい
た。
したがって、すでにスギ花粉感作個体に対する免疫療法はスギ花粉症の発症を予防しうることが示唆さ
れた。
論文審査の結果の要旨
現在、我が国におけるスギ花粉症患者は人円の17%前後にのぼり今後も増加し続けることが予想される。
抗アレルギー薬ではスギ花粉症を治癒させるのは困難であり、免疫療法がスギ花粉症に対する唯一の恨治
的治療法として注目されつつある。また免疫療法には種々の予防的側面があることが報告されている。そ
こで、スギ花粉に感作されてはいるが1.it状を認めない無症候性スギ花粉症患者に対する免疫療法はスギ花
粉症の発症を予防しうるか否かを検討した。通年性アレルギー性鼻炎に合併した無症候性スギ花粉症患者
を対象として35名にはダニとスギを用いた免疫療法を施行し(予防治療群)、残りの32名にはダニのみの免
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疫療法で経過を観察した〈経過観察群)02000年のスギ花粉飛散前と花粉飛散期に採取した末梢血単核球を
Cry j 1で刺激し、サイトカイン(11.-4， IL-5， IFN-r)産生量を測定した。予防治療群では経過中
にスギ花粉症の発症を認めなかった。一方、経過観察群では32名中7名にスギ花粉症が発症した。 IL-1の
産牛.量は経過観察群においては花粉飛散期に増加、また症状を認めたものでは花粉飛散期にIL-5の産体.
増加も認めたが、予防治穣群ではサイトカインの産生はいずれも季節性変化を認めなかった。
この成績より、無症候性スギ花粉症患者に対する予防的免疫繰法はスギ抗原刺激下での末梢血!lt-核1j(か
らのIL-4産生を仰制し、花粉症の発症を予防しうることが示唆された。
以上のことより本論文は免疫療法が今後も増加すると考えられるスギ花粉症患者数を抑制する有力な一
手段となりうる可能性を不した点で意義が高いと思われ、よって本研究は博士(医学)の学位を授与する
に値するものと判定された。
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